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「突き抜けた」 植物環境制御法を創り出す

プロセスモデルを用いない
汎用性の高い画期的な
温室環境制御を実現する

自然光の時間変化を
超高精度で再現できる
光源を開発する

人工光型植物工場での
植物生長促進を光環境
制御により実現する

最近の主要テーマ (目標)

温室栽培で用いられるプロ
セスモデルは、気象条件、
立地、構造・形状などが全く
異なる別の温室で得られた
データに基づいて作成されて
いるため、適用温室ごとに
煩雑な調整が必要である

圃場・温室での植物生産・
有用物質生産の効率向上
のための研究や、その基礎と
なる植物環境応答を調べる
ために利用可能な、自然光
を高精度に再現できる光源
がない

人工光型植物工場では、
収穫までの栽培期間の
短縮が収益増大につな
がるが、その期間短縮を
できるだけ現在の栽培
方法を大きく変えずに
達成したい

現状・問題・課題

管理中のその温室で収集
したデータにデシャブ・データ
抽出法を適用し、ヒューリス
ティックな推定法を開発する

ピーク波長が異なるLEDを
多数実装した特殊光源と
自然光の近似光作出用
ソフトウェアを開発する

LEDパルス光の周波数と
デューティ比を生育ステージ
ごとに制御して、植物の
受光体勢を最適化する

解決法
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